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論 文 内 容 の 要 旨
溶融硫黄は転移温度 (最低粘度温度ともいう) 159oC を中心として特異な粘度変化を示す｡ 主論文は




粘度への圧力効果は, 159oC の最低粘度温度で最も顕著であり, その両側ではこの温度をはなれるに従




剤の効果は三つのグル- プに分けるのが適切であることを示しているO グル- プ1は硫黄とよく反応する
もので, 塩化硫黄, 臭素, ヨウ素などである｡ これらはラジカルとなって重合を促進する｡ グループ2 は
稀釈効果のあらわれるもので, 添加剤は分解することもなく, 硫黄と反応もしない｡ 芳香族のナフタリ
ン,カー ジクロールベンゼン, ビフェニールなどがこれに属する｡ グループ3は経時的に効果のあらわれ
るもので, 添加剤の分解が緩徐であるために, 時間がたつと効果を生ずる｡ ピロガロール, カー ベンゾキ
ノン, α- ナフト- ルなどがこれに属する｡
主論文第三部では第二部グループ1 の塩化硫黄添加の実験をえらぴ, 重合度を測定すると共に粘度を測
定し, 極限粘度- 重合度の関係式より粘度指数を決定している. その値は温度と共に少し増大することが
諮められ, 屈曲運動がのびると解している｡
主論文第四部は最低粘度温度に対するグループ2の添加剤の効果の測定に基づいて, 重合平衡定数を検





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
硫黄は 113oC でとけて S8の8 員環の液体となり, 159QC の転移温度 U(最低粘度温度にあたる) 以上
では開環重合して鎖状の高分子物質になる｡ 最も簡単な単一元素よりなる高分子として興味深いものであ
るが, 実験的な取り扱いの困難さのために研究は比較的少ない｡
申請者は 159oC の最低粘度温度を含めてかなり広範囲における粘度に対する圧力効果を吟味し, 添加
物の効果を検討して, その効果に某づいて粘度指数の決定, 重合平衡の熱力学的吟味を行なっている｡
主論文第- 部は, 高圧下における溶融硫黄の粘度測定を行ない, 申請者が転落球法による粘度の次元解
析によって導いた粘度式 (参考論文 1 ) によって測定値を決定し, 種々の圧力のもとでの粘度の測定値を
得ている｡ 取り扱いの困難な物質の粘度の測定値として責重な値である｡
粘度の圧力依存は最低粘度付近が最も著しく, この温度より低温および高温側では効果が減少すること












れに基づいて重合平衡の熱力学的吟味を行なっているO そして重合平衡におけるエンタルピー変化 AH ,
およびエントロピー変化 A S を求めて文献値と比較しほぼ一致していることを認 め, この平衡に関する
知見を得ている｡
申請者の主論文は取り扱いの困難なために研究の少ない溶融硫黄について, 粘度の測定を種々なる条件
において行ない, 責重なる新しい知見を加えてこの分野の研究に寄与したということが出来る｡ また主論
文ならびに3編よりなる参考論文を通じて申請者が広い学識, 豊かな研究能力をもっていることを認める
ことが出来る｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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